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老人医療受給者証を更新
　
老
人
医
療
（
県
老
・
県
障
医
療
を
含
む
V
受
給
者
証
は
、
毎
年
七
月

一
日
付
で
更
新
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
も
つ
ぎ
の
日
程
で
更
新
を
行
い
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
時
間
・
持
参
物
な
ど
通
知
し
ま
す
が
、
家

族
の
方
も
ご
承
知
の
う
え
更
新
も
れ
の
な
い
よ
う
ご
配
意
く
だ
さ
い
。

（
更
新
受
領
は
代
理
者
で
も
結
構
で
す
．
）

月
　
　
日

場
　
　
　
所

対
　
象
　
地
　
区

6
月
2
8
日

下
　
条
　
出
　
張
　
所

下
条
地
区
全
域

〃

川
治
地
区
公
民
館

川
治
地
区
（
一
部
を
除
く
）

〃

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

水
沢
地
区
全
域

〃
2
9
日

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

中
条
山
地
全
域

〃

老
人
憩
の
家
四
ッ
宮
荘

十
日
町
・
中
条
の
各
一
部

〃

吉
　
田
　
出
　
張
　
所

吉
田
地
区
全
域

〃
3
0
日

中
条
地
区
公
民
館

中
条
平
場
査
部
を
除
く
）

〃

市
　
　
　
役
　
　
　
所

十
日
町
・
川
治
の
各
一
部

〃

六
　
箇
　
出
　
張
　
所

六
箇
地
区
全
域

（
譲
雑
基
本
調
査
に
）

　
本
年
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
．
こ
の
調
査
は
、
経
済
計
画

や
雇
用
、
失
業
対
策
な
ど
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
た
め
に
行

う
も
の
で
、
当
市
で
は
、
つ
ぎ
の
地

区
に
つ
い
て
、
後
日
担
当
調
査
員
が

伺
い
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
調
査
対
象
地
区

本
町
六
の
一
の
一
部
（
星
野
忠
男
）

本
町
六
の
二
（
根
津
哲
夫
）
美
雪
町

三
（
古
沢
昭
三
）
川
治
下
町
一
（
斉

藤
紀
元
）
北
鐙
坂
三
（
栗
林
鎌
一
）

南
鐙
坂
の
一
部
（
保
坂
久
一
）

　
　
〔
担
当
課
…
市
役
所
商
工
課
〕

　騨．編奮“驚6沁㌣
　ゆいかばやゆ　ゆゆいのゆ

灘難懸蜘
灘灘懸彰
　　Q“勲，o騨曝”σ　　　・魯晦瓢◎◎群堺

おおらかな子ど

もは．健康なお

父さんと、お田

さんから。

家族全員が協力

　し合つて，育児

　の目標をもち成

長を見守ってあ

　げましよう。

必．
癩

▽
鍔
の
休
鎖
数
懸
獲

31　　　24　　　17　　　10　　　　3

日　　日　　日　　日　　目

大
島
医
院
（
川
原
町
ご

　
3
2
の
2
9
5
7
番
皿

十
日
町
病
院
（
高
田
町
3
南
）
…

　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
…

　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

池
田
医
院
（
本
町
西
－
）
…

　
8
2
の
2
5
8
1
番
…

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
ご

　
3
2
の
2
1
7
4
番
…

　　　》街頭献血を実施《
　相互扶助により確立されている献血の推進に
あたり、全国的に7月1日かr）1ヵ月間「愛の
血液助けあい運動」が行われます。
　新潟県赤十字血液センターでは・7月1日十
日町市献血友の会会長馬場文平氏をセンター長
に委嘱して街頭で献血を実施します・
　また、十日町青年会議所のご協力により、街
頭での呼びかけを行うと共に、献血に対する趣
旨の普及と地域住民の献血思想の向上をはかる
ことにしていますので、市民各位の一層のご協

力をお願いします。

献血車日程
と　き　7月1日（金）／午前10時～午後3時

ところ　十日町商工福祉会館前（本町3丁目

●献血できる人
満16歳以上の健康な人・体重が男子45㎏
以上、女子40㎏以上の人・前回の採血か
ら1ヵ月以上経過している人

明日といわず今献血しましょう

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
相
談

7
月
7
日

　
㈱

午
前
9
時

　
～

　
　
1
0
時

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
ヵ
月

ま
で
の
者

水
沢
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て

の
相
談

7
月
8
日

　
團

午
後1

時
半

～
　
2
時

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

7
月
1
3
日

　
困

中
条
地
区
公

民
館

中
条
地
区

7
月
1
8
日

　
㈲

下
条
出
張
所

下
条
地
区

7
月
14
日

　
㈱

＋
日
町
公
民
館

51

年
n
月
～

52

年
1
月
生

ま
れ
の
者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

育
児
学
級
並

び
に
四
ヵ
月

児
検
診

7
月
1
5
日

　
囲

午
後
1
時

　
～

　
1
時
半

＋
日
町
公
民
館

52

年
3
月

生
ま
れ
の
者

全
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児
検
診

7
月
1
2
日

　
㈹

午
後
1
時

　
　
～

　
2
時
半

＋
日
町
公
民
館

49

年
1
月

生
ま
れ
の
者

全
　
城

3
歳
6
ヵ
月
児

を
対
象
。
個
人

通
知
が
な
く
と

も
該
当
月
の
方

は
お
い
で
く
だ

さ
い
。

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　□21号□

　ゆ襯
≧お』厚夢豊
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～
良
い
マ
ナ
ー
広
め
て
無
事
故
の
ま
ち
づ
く
り

　
夏
季
は
、
海
水
浴
等
レ
ジ
ャ
ー
や

墓
参
帰
省
の
た
め
交
通
量
が
増
加
す

る
と
共
に
、
交
通
環
境
の
変
化
か
ら

毎
年
過
労
運
転
、
安
全
運
転
義
務
違

反
に
起
因
す
る
交
通
事
故
が
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
に
よ
る
解
放
感
な

ど
か
ら
く
る
子
ど
も
の
交
通
事
故
も

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
新
潟
県
、
十
日
町
市
、

十
日
町
市
交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、

去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十

日
ま
で
の
一
カ
月
間
を
、
「
夏
の
交
通

事
故
防
止
運
動
月
間
」
と
し
て
、
広

く
地
域
、
職
域
に
交
通
安
全
運
動
を

認
識
さ
せ
、
　
一
人
一
人
の
自
覚
に
よ

り
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け

交
通
事
故
の
防
止
、
特
に
死
亡
事
故

抑
止
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
の
重
点
実
施
事
項

　
夏
季
鶴
お
継
る
蜜
全
運
転
の
確
保

●
暑
さ
か
ら
く
る
気
の
ゆ
る
み
、

注
意
力
の
低
下
と
無
暴
運
転
が
多

く
予
想
さ
れ
る
の
で
安
全
運
転
指

導
に
努
め
る
。

●
お
盆
、
海
水
浴
、
お
祭
り
な
ど

レ
ジ
ャ
ー
関
係
の
車
輔
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
の
で
、
遠
乗
者
の
通

過
車
輔
を
対
象
に
交
通
安
全
指
導

所
を
設
置
し
て
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
る
。

●
飲
酒
運
転
の
追
放
に
努
め
る
。

町
内
会
、
部
落
会
等
地
域
組
織
を

あ
げ
て
「
考
え
る
交
通
安
全
」
運

動
の
推
進
を
は
か
る
。

夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
』

　
　
　
　
交
遜
事
故
の
防
止
、

●
交
通
安
全
教
育
の
実
施
（
母
親

ぐ
る
み
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
を

積
極
的
に
開
催
し
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
）

●
子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
（
校

庭
開
放
を
は
じ
め
神
社
、
空
地
等

子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
場
と
し
て

適
当
な
場
所
の
確
保
に
努
め
る
）

交
通
蜜
全
蟻
設
傷
設
雛

　
　
　
　
　
並
ぴ
に
点
検
蟄
備

交
遜
蜜
全
搬
導
所
の
設
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
　
△
世
界
平
和
を
築
く
た
め
　
餉

　
　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
舳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳

　
　
◎
と
き
八
月
六
日
　
綱

動
　
　
午
前
八
薯
八
時
三
＋
ぞ
舳

縄
◎
と
こ
ろ
市
民
会
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餉

「
竃
薯
茎
茎
霊
竃
茎
竃
暑
茎
茎
」

超党派での平の
原
水
爆
禁
止
市
民
大
会

嚇
毒
原
醸
証
隻

㎜
・
蓋
戦
騰
舞
篠

脚
　
鷲
蜥
論
誘
無
轍
環
艇
陣
髪
舳

脚
　
陰
翁
ブ
緩
纏
爆
莞
勤
輪

脚
　
ン
5
そ
地
降
　
　
　
餉

ザ
蓼
書
書
垂
豊
書
｝
；
豊
書
書
；
ミ
L

、
｝
｛
｛
｛
｛
｛
等
｝
｝
羊
｝
｝
｛
｝
等
｝
等
羊
羊
｝
等
ギ
｝
｝

｝
ら

｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝｝一｝｝｝｝》一｝

　交通安全はゆずりあいか

　ドラィバーの方へ

あげた手に笑顔で返す『パイどうぞ』

★歩行者、特におとしよりや子どもに

おもいやりを…0

　＿曇O
　j書　　3

／、7ノツり

、

　よい子の皆さんへ

信号が青でもよく見てわたろうね

★信号が青のときも、右と左をよく見てからわたり

★輩あ巖、ガード．一ルの麺

糊麟魏　鳶

渦
も

　お母さん方へ

お田さんあなたは今子どもの手を握っていますか

★幼児を連れて道を歩くときは、必ず、幼児の手

　を握って、車の通らない側を歩かせましょう。

★買物をしているときでも、

　幼児からは、目を離さない

　ようにしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　免
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区方地

参
議
院
通
常
選
挙
の
結
果

〈投票率79．22％＞

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
去
る
七
月
十
日

に
行
わ
れ
た
参
議
院
通
常
選
挙
の
投
票
及
び

開
票
状
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
発
表

し
ま
し
た
。

届出
番号
党派 候　補　者　氏　名 得　票　数

1 社 よしだ　正　雄 10，860

2 共 丸　山　久　明 2，266

3 自 塚　田　十一郎 12，866

1．594無効投票数

区
〈投票率79．21％〉

国全

届出
番号
党
派 候　補　者 得票数

届出
番号
党
派 候　補　者 得票数

ー
　
　
ウ
臼
　
　
3
　
　
4

自
諸
公
自

玉　置　和　郎

武　藤　富　男

小　平　芳　平

梶　木　又　三

203．

19．

53．

405．

38

39

40

41

無
無
自ク鉦
’
9

長　沢　　　純

林　　　隆　造

円　山　雅　也

川　上　源太郎

29．

8．

46．

44．

の塁芸
とのる

縢芦
難吉

孚
の
結
果

5 無 吉　武　輝　子 43． 42 公 宮　崎　正　義 5．

6 公 しぷや　邦　彦 17． 43 革自 ば　ばこういち 30．

7
　
　
8

日女

自

城　戸　かよこ

扇　　　千　景

6．

290，979

44

45
自
諸

内　藤　誉三郎

中　尾　太　人

270．

1．

届出
番号
党
派
候　　補　　者 得票数

9 社 望　月　優　子 86，236 46 自 藤　井ひろひさ 183，305 75 社 大　森　　　昭 701，941

10 無 奥　崎　謙　三 2． 47 自 竹　内　きよし 1，481． 76 公 柏　原　ヤ　ス 2，554．

11 公 多　田　省　吾 36． 48 社 松　前　達　郎 109。 77 自 増　岡　こうじ 2，510．

12
鉦
’
“
、 阿　部　　　修 7，583 49

鉦
’
魯 八　代　英　太 131． 78

鉦
’
1 小牟田　棋　山 1．

13 自 安　西　愛　子 391． 50 革自 中　村　武　志 23，036 79 自 こ　が　雷四郎 6．

14 革自 鈴　木　武　樹 86，895 51 無 心　　　　　久 8． 80 共 下　田　京　子 25．

15 自 徳　永　正　利 692，187 52 無 もりた　勇　造
7． 81 自ク 佐　藤　たか夫 181，148

16 公 中　野　　　明 18，049 53
鉦
’
1 大　西　末　子 0． 82 自 町　村　金　五 91．

17 社 あき山　あつし 118． 54 諸 萩　原　　　猛 2． 83 杜 大　木　正　吾 353．

18 社 田　　　英　夫 354． 55
鉦
’
“
、 高　橋　圭　三 347，826 84 共 宮　本　顕　治 59．

19 ；止

ノ、 近　藤　忠　孝 1，322． 56 社 山　崎　　　昇 2，041． 85 共 加　藤　　　進 33．

20 公 中　尾たつよし 11． 57 自 黒　住　忠　行 123． 86 無 有　田　二　郎 6．

21 自 藤　島たいすけ 45． 58 自 西　村　尚　治 170． 87 日女 斎　藤　千恵子
1．

22 無 野　末　陳　平 78． 59 土
ノ、 星　野　　　力

6． 88 日女 篠　塚　幸　子
1．

23 自ク ささはら一金次郎 34． 60 社 宮之原　貞　光 16。 89 日女 野　崎　あき子 6，

24 諸 成　田　得　平 19． 61 諸 高　橋　秀　郎 2，173 90 無 高　田　が　ん 81．

25 公 いずみ　照　雄 8． 62 自 片　山　正　英 352． 91 社市 池　山　重　朗 4．

26 自ク 大　来　佐武郎 49． 63 革自 横　山　ノック 93． 92
鉦
’
1 木　口　行　美 0．

27 自 もちづき正　作 56，763 64
鉦
’
』 松　浦　範　年 11． 93 革自 あ　べ　たまこ 5，416

28 社 松　井　つね子 349． 65 無 松　田　照　久
5， 94 日女 渡　部　みえこ

1．

29 自 一竜斉テイホー 227． 66 共 春　日　正　一 33． 95 無 扇　　　忠　雄 1，020

0
　
　
1
　
　
2

3
　
　
3
　
　
3

民
社
自

藤　井　つねお

田　中　すみ子

堀　江　正　夫

4，268，694

64．

255．

67

68

69

土
ノ
、
鉦
4
1

自

市　川　正　一

鬼　頭　史　郎

伊　江　朝　雄

6．

66．

245．

96

97

98

日女

日女

笠
’

いたる　ケイ子

中　島　久美子

間　瀬　蔵　太

7．

5．

1．

33 自 福　島　茂　夫 338． 70 民 　　　、柳　沢れんぞっ 68． 99
鉦
」
』 大さこ　修　一

0．

34 社市 江　田　五　月 253． 71 公 やおい　秀　彦
4． 100 鉦
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姻
銀
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

国
民
年
金
制
度
は
、
た
ぴ
重
な
る

改
善
に
よ
り
、
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
加
入
者
や
受

給
権
者
の
中
に
は
、
ま
だ
同
制
度
を

良
く
理
解
し
て
い
な
い
方
も
見
受
け

ら
れ
寄
こ
の
た
め
訴
役
所
市

民
課
国
民
年
金
係
で
は
、
毎
月
十
五

日
を
定
例
相
談
日
と
定
め
、
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

市
内
十
ヵ
所
に
移
動
相
談
所
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間
、

（
十
・
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社
会

保
険
事
務
所
、
市
農
業
委
員
会
と
共

催
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
国
民

年
金
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る
質
問

や
相
談
、
照
会
等
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
七
月
二
十
九
日
（
金
）
の

市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
、
農

業
者
年
金
の
ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
社
保
と
共
催
の
五
地

区
の
昼
間
会
場
で
は
、
当
日
保
険
料

を
未
納
さ
れ
て
い
る
方
の
集
合
徴
収

も
行
い
ま
す
の
で
、
未
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
現
金
持
参
の
う
え
、
是
非

お
い
で
く
だ
さ
い
。

夜
間
年
金
相
談
所
も
開
設

　
市
で
は
長
岡
社
保
と
共
催
し
て
実

施
す
る
六
地
区
の
ほ
か
、
四
ヵ
所
で

夜
間
移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
お
集
り
い

た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
夜
間

こ
ち
ら
か
ら
部
落
ま
で
出
向
き
、
茶

の
間
で
ひ
ざ
つ
き
合
わ
せ
て
質
問
や

相
談
を
受
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
み
な
さ
ん
の
活
発
な
意
見
、
質
問
、

相
談
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
九
月
以
降
も
移
動
年
金
相

談
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

相
談
所
の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
市
役

所
市
民
課
国
民
年
金
係
（
君
ヤ
三
二
一

番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
移
動
年
金
相
談
所
（
夜
間
相
談
所
を
含
む
）

期
　
日

時
　
間

会
　
　
場

内
　
　
　
容

共
　
催
　
団
　
体

7
丹
2
9
日
㈹

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

国
民
年
金
・
厚
生
鉦
金

農
業
者
年
金
相
談

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
・
市
農

業
委
員
会
・
市
役
所
市
民
課

8
月
3
日
㈱

午
後
8
時
～

新
水
克
雪
管
理
セ
ン
タ
：

国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
相
談
・
未
納
徴
収

市
農
業
委
貝
会
・
市
役
所
市
民

課

8
月
5
日
働

午
後
8
時
～

谷
内
丑
集
会
所

〃

〃

8
月
翅
日
㈹

午
後
8
時
～

中
在
家

樋
口
忠
男
さ
ん
宅

〃

〃

8
月
1
8
日
㈱

午
後
8
時
～

六
箇
出
張
所

μ

〃

8
月
2
5
日
㈱

午
前
m
時
～

午
後
3
時

老
人
い
こ
い
の
家

四
ツ
宮
荘
（
本
町
六

国
民
年
金
相
談

未
納
者
集
金
徴
収

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
・
市
役

所
市
民
課

8
月
2
5
日
㈲

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

中
条
公
民
館

〃

〃

8
月
2
5
日
㈹

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

川
治
公
民
館

〃

〃

8
月
2
5
日
㈲

午
前
－
o
時
ー

午
後
3
時

水
沢
出
張
所

〃

〃

8
月
2
5
日
㈱

午
前
－o
時
ー

午
後
3
時

吉
田
出
張
所

〃

〃

ゆくえ不明の人を捜す相談所を開設

　警察では、次によりゆくえ不明の人を捜す相談所を
開きますから、お気軽にご利用ください。

巡回相談所（午前9時～午後5時）

と　　　　き と　　　こ　　　ろ

8月　1　日（月） 新発田警察署（電話2－5151）

8月　3　日㈱ 三　条警察署（電話2－1331）

8月　5　日働 長　岡警察署（電話32－2121）

8月　8　日（月） 上越北警察署（電話43－3121）

常設相談所（平日午前9時～午後5時、土曜日午前9時～午後0時30分

　　と　　　　こ　　　　ろ

辮講繍（離21調）
　　と　　　き
上記巡回相談所開設日を除く

8月1日から8月31日まで

O家族や知り合いの方が家出をした。
○外出したままゆくえがわからなくなった。

O出かせぎ先から便りがと絶えた。

等で、その後消息が知れずお困りの方は、ぜひ相談に

おいでください。相談所では、全国各地で亡くなられ

身元のわからない方の写真や持ち物などの記録を多数

用意しております。

　相談においでの際は、なるべく本人の写真や家出当
時の状況のわかる資料（身体、服装、所持品などの特徴）

をご持参ください。

　なお、本部鑑識課では、期間経過後も相談に応じて
います。
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区方地

参
議
院
通
常
選
挙
の
結
果

〈投票率79．22％＞

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
去
る
七
月
十
日

に
行
わ
れ
た
参
議
院
通
常
選
挙
の
投
票
及
び

開
票
状
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
発
表

し
ま
し
た
。

届出
番号
党派 候　補　者　氏　名 得　票　数

1 社 よしだ　正　雄 10，860

2 共 丸　山　久　明 2，266

3 自 塚　田　十一郎 12，866

1．594無効投票数

区
〈投票率79．21％〉

国全

届出
番号
党
派 候　補　者 得票数

届出
番号
党
派 候　補　者 得票数

ー
　
　
ウ
臼
　
　
3
　
　
4

自
諸
公
自

玉　置　和　郎

武　藤　富　男

小　平　芳　平

梶　木　又　三

203．

19．

53．

405．

38

39

40

41

無
無
自ク鉦
’
9

長　沢　　　純

林　　　隆　造

円　山　雅　也

川　上　源太郎

29．

8．

46．

44．

の塁芸
とのる

縢芦
難吉

孚
の
結
果

5 無 吉　武　輝　子 43． 42 公 宮　崎　正　義 5．

6 公 しぷや　邦　彦 17． 43 革自 ば　ばこういち 30．

7
　
　
8

日女

自

城　戸　かよこ

扇　　　千　景

6．

290，979

44

45
自
諸

内　藤　誉三郎

中　尾　太　人

270．

1．

届出
番号
党
派
候　　補　　者 得票数

9 社 望　月　優　子 86，236 46 自 藤　井ひろひさ 183，305 75 社 大　森　　　昭 701，941

10 無 奥　崎　謙　三 2． 47 自 竹　内　きよし 1，481． 76 公 柏　原　ヤ　ス 2，554．

11 公 多　田　省　吾 36． 48 社 松　前　達　郎 109。 77 自 増　岡　こうじ 2，510．

12
鉦
’
“
、 阿　部　　　修 7，583 49

鉦
’
魯 八　代　英　太 131． 78

鉦
’
1 小牟田　棋　山 1．

13 自 安　西　愛　子 391． 50 革自 中　村　武　志 23，036 79 自 こ　が　雷四郎 6．

14 革自 鈴　木　武　樹 86，895 51 無 心　　　　　久 8． 80 共 下　田　京　子 25．

15 自 徳　永　正　利 692，187 52 無 もりた　勇　造
7． 81 自ク 佐　藤　たか夫 181，148

16 公 中　野　　　明 18，049 53
鉦
’
1 大　西　末　子 0． 82 自 町　村　金　五 91．

17 社 あき山　あつし 118． 54 諸 萩　原　　　猛 2． 83 杜 大　木　正　吾 353．

18 社 田　　　英　夫 354． 55
鉦
’
“
、 高　橋　圭　三 347，826 84 共 宮　本　顕　治 59．

19 ；止

ノ、 近　藤　忠　孝 1，322． 56 社 山　崎　　　昇 2，041． 85 共 加　藤　　　進 33．

20 公 中　尾たつよし 11． 57 自 黒　住　忠　行 123． 86 無 有　田　二　郎 6．

21 自 藤　島たいすけ 45． 58 自 西　村　尚　治 170． 87 日女 斎　藤　千恵子
1．

22 無 野　末　陳　平 78． 59 土
ノ、 星　野　　　力

6． 88 日女 篠　塚　幸　子
1．

23 自ク ささはら一金次郎 34． 60 社 宮之原　貞　光 16。 89 日女 野　崎　あき子 6，

24 諸 成　田　得　平 19． 61 諸 高　橋　秀　郎 2，173 90 無 高　田　が　ん 81．

25 公 いずみ　照　雄 8． 62 自 片　山　正　英 352． 91 社市 池　山　重　朗 4．

26 自ク 大　来　佐武郎 49． 63 革自 横　山　ノック 93． 92
鉦
’
1 木　口　行　美 0．

27 自 もちづき正　作 56，763 64
鉦
’
』 松　浦　範　年 11． 93 革自 あ　べ　たまこ 5，416

28 社 松　井　つね子 349． 65 無 松　田　照　久
5， 94 日女 渡　部　みえこ

1．

29 自 一竜斉テイホー 227． 66 共 春　日　正　一 33． 95 無 扇　　　忠　雄 1，020

0
　
　
1
　
　
2

3
　
　
3
　
　
3

民
社
自

藤　井　つねお

田　中　すみ子

堀　江　正　夫

4，268，694

64．

255．

67

68

69

土
ノ
、
鉦
4
1

自

市　川　正　一

鬼　頭　史　郎

伊　江　朝　雄

6．

66．

245．

96

97

98

日女

日女

笠
’

いたる　ケイ子

中　島　久美子

間　瀬　蔵　太

7．

5．

1．
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姻
銀
移
動
年
金
相
談
所
を
開
設

国
民
年
金
制
度
は
、
た
ぴ
重
な
る

改
善
に
よ
り
、
年
金
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
在
で
は
頼
り
が
い

の
あ
る
年
金
と
し
て
益
々
期
待
と
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
加
入
者
や
受

給
権
者
の
中
に
は
、
ま
だ
同
制
度
を

良
く
理
解
し
て
い
な
い
方
も
見
受
け

ら
れ
寄
こ
の
た
め
訴
役
所
市

民
課
国
民
年
金
係
で
は
、
毎
月
十
五

日
を
定
例
相
談
日
と
定
め
、
相
談
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か

市
内
十
ヵ
所
に
移
動
相
談
所
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
国
民
年
金
強
調
月
間
、

（
十
・
十
一
月
）
に
先
だ
ち
長
岡
社
会

保
険
事
務
所
、
市
農
業
委
員
会
と
共

催
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
国
民

年
金
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る
質
問

や
相
談
、
照
会
等
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
七
月
二
十
九
日
（
金
）
の

市
役
所
会
場
で
は
、
国
民
年
金
、
農

業
者
年
金
の
ほ
か
厚
生
年
金
関
係
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
社
保
と
共
催
の
五
地

区
の
昼
間
会
場
で
は
、
当
日
保
険
料

を
未
納
さ
れ
て
い
る
方
の
集
合
徴
収

も
行
い
ま
す
の
で
、
未
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
現
金
持
参
の
う
え
、
是
非

お
い
で
く
だ
さ
い
。

夜
間
年
金
相
談
所
も
開
設

　
市
で
は
長
岡
社
保
と
共
催
し
て
実

施
す
る
六
地
区
の
ほ
か
、
四
ヵ
所
で

夜
間
移
動
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
が
お
集
り
い

た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
夜
間

こ
ち
ら
か
ら
部
落
ま
で
出
向
き
、
茶

の
間
で
ひ
ざ
つ
き
合
わ
せ
て
質
問
や

相
談
を
受
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
み
な
さ
ん
の
活
発
な
意
見
、
質
問
、

相
談
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
九
月
以
降
も
移
動
年
金
相

談
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

相
談
所
の
開
設
を
希
望
さ
れ
る
部
落

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
市
役

所
市
民
課
国
民
年
金
係
（
君
ヤ
三
二
一

番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
移
動
年
金
相
談
所
（
夜
間
相
談
所
を
含
む
）

期
　
日

時
　
間

会
　
　
場

内
　
　
　
容

共
　
催
　
団
　
体

7
丹
2
9
日
㈹

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

国
民
年
金
・
厚
生
鉦
金

農
業
者
年
金
相
談

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
・
市
農

業
委
員
会
・
市
役
所
市
民
課

8
月
3
日
㈱

午
後
8
時
～

新
水
克
雪
管
理
セ
ン
タ
：

国
民
年
金
・
農
業
者
年

金
相
談
・
未
納
徴
収

市
農
業
委
貝
会
・
市
役
所
市
民

課

8
月
5
日
働

午
後
8
時
～

谷
内
丑
集
会
所

〃

〃

8
月
翅
日
㈹

午
後
8
時
～

中
在
家

樋
口
忠
男
さ
ん
宅

〃

〃

8
月
1
8
日
㈱

午
後
8
時
～

六
箇
出
張
所

μ

〃

8
月
2
5
日
㈱

午
前
m
時
～

午
後
3
時

老
人
い
こ
い
の
家

四
ツ
宮
荘
（
本
町
六

国
民
年
金
相
談

未
納
者
集
金
徴
収

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
・
市
役

所
市
民
課

8
月
2
5
日
㈲

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

中
条
公
民
館

〃

〃

8
月
2
5
日
㈹

午
前
－
o
時
～

午
後
3
時

川
治
公
民
館

〃

〃

8
月
2
5
日
㈲

午
前
－
o
時
ー

午
後
3
時

水
沢
出
張
所

〃

〃

8
月
2
5
日
㈱

午
前
－o
時
ー

午
後
3
時

吉
田
出
張
所

〃

〃

ゆくえ不明の人を捜す相談所を開設

　警察では、次によりゆくえ不明の人を捜す相談所を
開きますから、お気軽にご利用ください。

巡回相談所（午前9時～午後5時）

と　　　　き と　　　こ　　　ろ

8月　1　日（月） 新発田警察署（電話2－5151）

8月　3　日㈱ 三　条警察署（電話2－1331）

8月　5　日働 長　岡警察署（電話32－2121）

8月　8　日（月） 上越北警察署（電話43－3121）

常設相談所（平日午前9時～午後5時、土曜日午前9時～午後0時30分

　　と　　　　こ　　　　ろ

辮講繍（離21調）
　　と　　　き
上記巡回相談所開設日を除く

8月1日から8月31日まで

O家族や知り合いの方が家出をした。
○外出したままゆくえがわからなくなった。

O出かせぎ先から便りがと絶えた。

等で、その後消息が知れずお困りの方は、ぜひ相談に

おいでください。相談所では、全国各地で亡くなられ

身元のわからない方の写真や持ち物などの記録を多数

用意しております。

　相談においでの際は、なるべく本人の写真や家出当
時の状況のわかる資料（身体、服装、所持品などの特徴）

をご持参ください。

　なお、本部鑑識課では、期間経過後も相談に応じて
います。
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第
六
回
全
国
身
体
障
害
者
技
能
競

技
大
会
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
十
月
二

十
五
日
か
ら
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
の
主
催
で
、
身
体
障
害
者
の
職

業
能
力
の
開
発
と
広
く
社
会
の
理
解

と
認
識
を
高
め
、
雇
用
の
促
進
と
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

期
日
　
十
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

会
場
　
千
葉
県
千
葉
市
六
方
町
中
央

　
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

競
技
種
目
　
旋
盤
、
時
計
修
理
、
洋

裁
、
洋
服
、
和
裁
、
家
具
、
建
具

　
写
植
、
建
築
製
図
、
機
械
製
図
、

　
木
工
塗
装
、
広
告
美
術
、
ラ
ジ
オ

　
テ
レ
ビ
修
理
、
和
文
タ
イ
プ
、
カ

　
ナ
タ
イ
プ
、
電
話
交
換

参
加
資
格
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
所

　
持
者
で
、
技
能
検
定
二
級
程
度
の

　
能
力
を
有
す
る
者
　
②
昭
和
五
十

　
二
年
十
月
二
十
五
日
現
在
で
、
競

　
技
職
種
に
か
か
る
訓
練
歴
及
び
職

　
歴
の
合
計
が
十
五
年
を
超
え
な
い

者
で
あ
っ
て
満
四
十
歳
未
満
の
者

費
用
　
参
加
費
は
無
料
と
し
、
住
所

　
地
か
ら
指
定
宿
舎
ま
で
の
往
復
普

卍
‡
‡
卍
‡
卍
妻
‡
睾
舟
‡
‡
華
華

新築には第塾に

下水のことを考えてください

　
通
乗
車
賃
、
宿
泊
費
お
よ
び
食
費

　
は
、
主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
七
月
三
十
日
ま
で
に
市

　
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。

　最近、家庭の下水に関する苦
情が増えています。特に放流先
のことを考えずに住宅を新築さ
れる方があリ、後々近隣の方に
大きな迷惑をかけている例が多
く見うけられます。

　家屋等を新築される際には、
十分に周囲の環境を調査し、後
日問題が発生しないよう留意し
てください。

　なお、市では1ヵ所につき5
軒以上まとまって下水溝の整備
をされる場合、その工事費に対
して一定の割合で補助する制度
を設けてあります。詳細は環境
課へお問い合わせください。

社
会
通
信
教
育
地
方
受

講
者
研
究
集
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
二
年
度
文
部
省
認
定
社

会
通
信
教
育
地
方
受
講
者
研
究
集
会

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
期
日
　
八
月
七
日
㈹

　
会
場
　
新
潟
市
中
央
公
民
館
（
新

　
　
潟
市
西
堀
通
六
番
町
）

　
参
加
者
　
文
部
省
認
定
社
会
通
信

　
　
教
育
受
講
者
及
ぴ
希
望
者
。
市

　
　
町
村
教
育
委
員
会
関
係
職
員
。

　
面
接
課
程
　
速
記
、
レ
タ
リ
ン
グ
、

　
　
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
保
育
、
文

　
　
化
服
装
、
書
道
、
ペ
ン
習
字
。

　
参
加
申
込
み
　
参
加
希
望
者
は
、

　
　
ハ
ガ
キ
に
①
氏
名
②
年
令
③
性

碗
晶
轟
轟
轟
晶
晶
晶
轟
晶
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
轟
晶
晶
轟
轟
晶
轟
晶
晶

轟晶轟晶」繍繍轟轟轟晶晶轟轟轟轟轟晶晶轟轟磯
　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
信
濃
川
で

。
の
釣
り
や
、
水
遊
ぴ
の
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
特
に
つ
ぎ
の
事
に

注
意
し
、
水
難
事
故
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
渇
水
の
た
め
ダ
十
十
十
十
十
十
十
▲
T
十
十
÷
い
よ
う
、

糞
酪
灘
窪
携
纏
畿
聾
露

な
ど
で
上
流
か
ら
増
水
が
生
じ
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

■
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
激
な
増

水
が
生
じ
た
と
き
。

■
洪
水
の
と
き
。

■
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
急
激
に

水
が
不
要
と
な
り
、
調
整
池
の
水
が
．

一
定
水
量
以
上
と
な
っ
て
余
水
路
か

ら
信
濃
川
に
放
出
す
る
と
き
。

　
な
お
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
際
は

下
流
に
急
激
な
水
位
変
動
を
生
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
心
の
注
意

ー
カ
！
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
の
で
、

聞
こ
え
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
聞
こ

え
な
く
と
も
増
水
し
て
き
た
ら
早
め

に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

晶
晶
晶
轟
轟
晶
晶
晶
轟
晶
晶
晶
轟
品
晶
轟
轟
晶
晶
晶
轟
品
晶
轟
晶
晶
晶
轟
晶
轟

別
④
職
業
⑤
住
所
⑥
面
接
希
望

課
程
名
を
明
記
の
う
え
、
七
月

二
十
七
日
ま
で
に
教
育
事
務
所

長
あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

造
林
地
手
入
れ
コ
ン

ク
ー
ル
に
ご
参
加
を

　
林
業
地
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

県
主
催
の
造
林
地
手
入
れ
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
つ
ぎ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
対
象
林
地
　
一
ヵ
所
十
ア
ー
ル
以

上
で
、
過
去
に
下
刈
り
、
雪
起
こ
し
、

す
そ
枝
払
い
、
除
問
伐
、
枝
打
ち
等

韻品晶韻轟轟晶嗣闇b轟轟轟轟轟嗣闇ら」も轟轟轟

を
行
っ
た
林
。

　
応
募
方
法
　
市
役
所
農
林
課
へ
八

月
十
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
も
同
課
林
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

團
園
回

最
近
、
衛
生
組
合
長
あ
る
い
は
嘱

託
員
を
通
じ
て
、
市
役
所
が
衣
頼
し

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
「
白
あ
り
町

内
無
料
診
断
申
込
書
し
を
回
覧
で
取

り
ま
と
め
る
よ
う
文
書
を
流
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
市
役
所
と
は
無
関

係
で
す
か
ら
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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造
林
の
苗
木
注
文
・
補
助
申
請

の
受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

多勢の協力で進められる団地造林（中条八幡）

　
今
年
の
秋
に
造
林
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
、
苗
木
注
文
ま
た
は
補
助

申
請
の
手
続
き
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
か
ら
除
間
伐
、
下
刈

り
、
雪
起
こ
し
な
ど
も
森
林
組
合
に

施
業
委
託
す
る
と
補
助
に
該
当
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
森
林

組
合
に
ご
相
談
の
う
え
良
質
材
づ
く

り
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
方
法

　
八
月
十
日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の

う
え
森
林
組
合
へ
（
農
家
の
方
は
、

農
事
連
絡
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
苗
木
注
文

O
本
数
　
杉
は
五
十
本
以
上
、
桐
は

　
　
五
本
以
上

o
配
布
時
期
　
今
年
秋

　
補
助
申
請

o
該
当
者
　
一
ヵ
所
七
ア
ー
ル
以
上

　
　
植
林
す
る
場
合
（
森
林
組
合
に

　
　
施
業
を
委
託
し
た
方
は
不
要
）

o
補
助
金
額
（
十
ア
！
ル
当
り
）

　
　
一
般
造
林
…
造
林
面
積
十
ア
ー

　
ル
以
上
一
万
七
千
円
・
七
～
十
ア

　
ー
ル
未
満
一
万
円

　
　
森
林
組
合
に
施
業
を
委
託
し
た

藺
：
：
…
o
…
…
…
：
，
［
陰
…
…
，
」
レ
…
…
…
、
5
一

…
・
8
海
纏
灘
臨
救
憲
檬
　
…

…
7
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番
一

…
1
4
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
二

皿
　
　
　
　
費
2
の
2
7
1
1
番
㎜

唇
日
中
条
病
院
（
北
原
）
㎜

…
　
　
穿
の
3
。
1
8
蚤

…
2
8
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
…

…
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

ρ
I
－
l
－
－
ー
』
ー
ー
－
－
ー
－
ー
ー
，
－
l
－
1
』
・
I
l
－
臨
I
－
怪
ー
』
ー
－
－
聾
ー
』
－
1
響
－
－
』

と　き　8月5日㈹／午前10時～午後3時

ところ根茂織物㈱
一明日といわず今献血しましょう一

　
造
林
（
団
地
、
受
託
造
林
）
…

　
二
千
円
ー
六
万
円

朗
読
奉
仕
員
養
成

講
座
を
開
設

　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
を
有
す
る
者
に
朗
読
の
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

つ
ぎ
の
と
お
り
朗
読
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
設
し
ま
す
。

　
養
成
対
象
者
　
視
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
者
で
あ

っ
て
、
将
来
朗
読
奉
仕
員
を
志
す
こ

と
の
で
き
る
初
心
者
。

寺ロ3後午～時10前
院
件晒
病
胆
条
8
中
き
ろ

　
　
こ

と
　
と

国民年金保養センター

こしUオーブン
　県内ではじめての施設、国民年金保養センタ

ー「こしじ」がこのほど完成しました。
　この施設は、国民年金の加入者と受給者、お

よびその家族の健康増進と休養、レクリエーシ
ョンに役立てていただくために国が設置する休
養施設ですが、安い料金で国民年金に関係なく

どなたでも利用できます。
　この夏は、さわやかな高原気分が満喫できる
「こしじ」を、家族づれ、グループ等でお気軽

にご利用く，ださい。

　利用案内
と二ろ　北魚沼郡湯之谷村大字葎沢（もぐらざわ）

あし　国鉄利用……上越線小出駅下車・バス
（大湯温泉、奥只見、銀山平の各行き葎沢下車）

　で15分・マイカー……国道17号線で小出駅か

　ら国道352号線経由・
申込方法　申し込みは、直接保養センターへ電

　話02579（2）6111番またはハガキで。また、予

　約は利用日の六ヵ月前から受付けています。

　
開
設
期
問
　
九
月
十
三
日
～
十
一

月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
午

後
一
時
～
三
時
半
ま
で
。

　
開
設
場
所
　
長
岡
市
今
朝
白
町
け

さ
じ
ろ
荘
。

　
講
師
　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
報
道
制

作
部
長
ほ
か
。

　
講
習
内
容
　
朗
読
の
基
本
、
発
声

訓
練
、
実
技
、
身
体
障
害
者
福
祉
概

論
そ
の
他
。

　
申
込
み
　
八
月
五
日
ま
で
に
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
費
ヤ
三
二
一
番
）
へ
。

俸
鷺
の
お
知
ら
せ

　
八
嬬
腕
費
㈱
ギ
繭
八
時
辛
響
窟

墾
ま
で
．
城
之
古
の
一
部

　　　　献血車日程
と　き　8月3日㈹／午前10時～午後3時

ところ　中条地区公民館大井田分館

利用料金（税等別）

欝2婁） 日帰1）

国民年金加入

者・受給者

普通室 3，100円 500円

特別室 4，000円

一　　般
普通室 3，500円 500円

特別室 4，500円
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第
六
回
全
国
身
体
障
害
者
技
能
競

技
大
会
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
十
月
二

十
五
日
か
ら
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進

協
会
の
主
催
で
、
身
体
障
害
者
の
職

業
能
力
の
開
発
と
広
く
社
会
の
理
解

と
認
識
を
高
め
、
雇
用
の
促
進
と
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

期
日
　
十
月
二
十
五
日
～
二
十
七
日

会
場
　
千
葉
県
千
葉
市
六
方
町
中
央

　
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

競
技
種
目
　
旋
盤
、
時
計
修
理
、
洋

裁
、
洋
服
、
和
裁
、
家
具
、
建
具

　
写
植
、
建
築
製
図
、
機
械
製
図
、

　
木
工
塗
装
、
広
告
美
術
、
ラ
ジ
オ

　
テ
レ
ビ
修
理
、
和
文
タ
イ
プ
、
カ

　
ナ
タ
イ
プ
、
電
話
交
換

参
加
資
格
　
①
身
体
障
害
者
手
帳
所

　
持
者
で
、
技
能
検
定
二
級
程
度
の

　
能
力
を
有
す
る
者
　
②
昭
和
五
十

　
二
年
十
月
二
十
五
日
現
在
で
、
競

　
技
職
種
に
か
か
る
訓
練
歴
及
び
職

　
歴
の
合
計
が
十
五
年
を
超
え
な
い

者
で
あ
っ
て
満
四
十
歳
未
満
の
者

費
用
　
参
加
費
は
無
料
と
し
、
住
所

　
地
か
ら
指
定
宿
舎
ま
で
の
往
復
普

卍
‡
‡
卍
‡
卍
妻
‡
睾
舟
‡
‡
華
華

新築には第塾に

下水のことを考えてください

　
通
乗
車
賃
、
宿
泊
費
お
よ
び
食
費

　
は
、
主
催
者
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
期
限
　
七
月
三
十
日
ま
で
に
市

　
社
会
福
祉
事
務
所
へ
。

　最近、家庭の下水に関する苦
情が増えています。特に放流先
のことを考えずに住宅を新築さ
れる方があリ、後々近隣の方に
大きな迷惑をかけている例が多
く見うけられます。

　家屋等を新築される際には、
十分に周囲の環境を調査し、後
日問題が発生しないよう留意し
てください。

　なお、市では1ヵ所につき5
軒以上まとまって下水溝の整備
をされる場合、その工事費に対
して一定の割合で補助する制度
を設けてあります。詳細は環境
課へお問い合わせください。

社
会
通
信
教
育
地
方
受

講
者
研
究
集
会
を
開
催

　
昭
和
五
十
二
年
度
文
部
省
認
定
社

会
通
信
教
育
地
方
受
講
者
研
究
集
会

を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
期
日
　
八
月
七
日
㈹

　
会
場
　
新
潟
市
中
央
公
民
館
（
新

　
　
潟
市
西
堀
通
六
番
町
）

　
参
加
者
　
文
部
省
認
定
社
会
通
信

　
　
教
育
受
講
者
及
ぴ
希
望
者
。
市

　
　
町
村
教
育
委
員
会
関
係
職
員
。

　
面
接
課
程
　
速
記
、
レ
タ
リ
ン
グ
、

　
　
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
保
育
、
文

　
　
化
服
装
、
書
道
、
ペ
ン
習
字
。

　
参
加
申
込
み
　
参
加
希
望
者
は
、

　
　
ハ
ガ
キ
に
①
氏
名
②
年
令
③
性

碗
晶
轟
轟
轟
晶
晶
晶
轟
晶
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
晶
轟
轟
晶
晶
轟
轟
晶
轟
晶
晶

轟晶轟晶」繍繍轟轟轟晶晶轟轟轟轟轟晶晶轟轟磯
　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
信
濃
川
で

。
の
釣
り
や
、
水
遊
ぴ
の
機
会
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、
特
に
つ
ぎ
の
事
に

注
意
し
、
水
難
事
故
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

■
渇
水
の
た
め
ダ
十
十
十
十
十
十
十
▲
T
十
十
÷
い
よ
う
、

糞
酪
灘
窪
携
纏
畿
聾
露

な
ど
で
上
流
か
ら
増
水
が
生
じ
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

■
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
急
激
な
増

水
が
生
じ
た
と
き
。

■
洪
水
の
と
き
。

■
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
急
激
に

水
が
不
要
と
な
り
、
調
整
池
の
水
が
．

一
定
水
量
以
上
と
な
っ
て
余
水
路
か

ら
信
濃
川
に
放
出
す
る
と
き
。

　
な
お
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
際
は

下
流
に
急
激
な
水
位
変
動
を
生
じ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
心
の
注
意

ー
カ
！
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
の
で
、

聞
こ
え
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
聞
こ

え
な
く
と
も
増
水
し
て
き
た
ら
早
め

に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
）

晶
晶
晶
轟
轟
晶
晶
晶
轟
晶
晶
晶
轟
品
晶
轟
轟
晶
晶
晶
轟
品
晶
轟
晶
晶
晶
轟
晶
轟

別
④
職
業
⑤
住
所
⑥
面
接
希
望

課
程
名
を
明
記
の
う
え
、
七
月

二
十
七
日
ま
で
に
教
育
事
務
所

長
あ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

造
林
地
手
入
れ
コ
ン

ク
ー
ル
に
ご
参
加
を

　
林
業
地
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

県
主
催
の
造
林
地
手
入
れ
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
つ
ぎ
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
対
象
林
地
　
一
ヵ
所
十
ア
ー
ル
以

上
で
、
過
去
に
下
刈
り
、
雪
起
こ
し
、

す
そ
枝
払
い
、
除
問
伐
、
枝
打
ち
等

韻品晶韻轟轟晶嗣闇b轟轟轟轟轟嗣闇ら」も轟轟轟

を
行
っ
た
林
。

　
応
募
方
法
　
市
役
所
農
林
課
へ
八

月
十
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
も
同
課
林
務
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

團
園
回

最
近
、
衛
生
組
合
長
あ
る
い
は
嘱

託
員
を
通
じ
て
、
市
役
所
が
衣
頼
し

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
「
白
あ
り
町

内
無
料
診
断
申
込
書
し
を
回
覧
で
取

り
ま
と
め
る
よ
う
文
書
を
流
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
市
役
所
と
は
無
関

係
で
す
か
ら
お
間
違
い
の
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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造
林
の
苗
木
注
文
・
補
助
申
請

の
受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

多勢の協力で進められる団地造林（中条八幡）

　
今
年
の
秋
に
造
林
を
計
画
さ
れ
て

い
る
方
は
、
苗
木
注
文
ま
た
は
補
助

申
請
の
手
続
き
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
か
ら
除
間
伐
、
下
刈

り
、
雪
起
こ
し
な
ど
も
森
林
組
合
に

施
業
委
託
す
る
と
補
助
に
該
当
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
森
林

組
合
に
ご
相
談
の
う
え
良
質
材
づ
く

り
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
方
法

　
八
月
十
日
ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の

う
え
森
林
組
合
へ
（
農
家
の
方
は
、

農
事
連
絡
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
苗
木
注
文

O
本
数
　
杉
は
五
十
本
以
上
、
桐
は

　
　
五
本
以
上

o
配
布
時
期
　
今
年
秋

　
補
助
申
請

o
該
当
者
　
一
ヵ
所
七
ア
ー
ル
以
上

　
　
植
林
す
る
場
合
（
森
林
組
合
に

　
　
施
業
を
委
託
し
た
方
は
不
要
）

o
補
助
金
額
（
十
ア
！
ル
当
り
）

　
　
一
般
造
林
…
造
林
面
積
十
ア
ー

　
ル
以
上
一
万
七
千
円
・
七
～
十
ア

　
ー
ル
未
満
一
万
円

　
　
森
林
組
合
に
施
業
を
委
託
し
た

藺
：
：
…
o
…
…
…
：
，
［
陰
…
…
，
」
レ
…
…
…
、
5
一

…
・
8
海
纏
灘
臨
救
憲
檬
　
…

…
7
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

…
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番
一

…
1
4
日
庭
野
医
院
（
神
明
町
二

皿
　
　
　
　
費
2
の
2
7
1
1
番
㎜

唇
日
中
条
病
院
（
北
原
）
㎜

…
　
　
穿
の
3
。
1
8
蚤

…
2
8
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
…

…
　
8
2
の
2
9
5
7
番
…

ρ
I
－
l
－
－
ー
』
ー
ー
－
－
ー
－
ー
ー
，
－
l
－
1
』
・
I
l
－
臨
I
－
怪
ー
』
ー
－
－
聾
ー
』
－
1
響
－
－
』

と　き　8月5日㈹／午前10時～午後3時

ところ根茂織物㈱
一明日といわず今献血しましょう一

　
造
林
（
団
地
、
受
託
造
林
）
…

　
二
千
円
ー
六
万
円

朗
読
奉
仕
員
養
成

講
座
を
開
設

　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱

意
を
有
す
る
者
に
朗
読
の
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

つ
ぎ
の
と
お
り
朗
読
奉
仕
員
養
成
講

座
を
開
設
し
ま
す
。

　
養
成
対
象
者
　
視
覚
障
害
者
の
福

祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る
者
で
あ

っ
て
、
将
来
朗
読
奉
仕
員
を
志
す
こ

と
の
で
き
る
初
心
者
。

寺ロ3後午～時10前
院
件晒
病
胆
条
8
中
き
ろ

　
　
こ

と
　
と

国民年金保養センター

こしUオーブン
　県内ではじめての施設、国民年金保養センタ

ー「こしじ」がこのほど完成しました。
　この施設は、国民年金の加入者と受給者、お

よびその家族の健康増進と休養、レクリエーシ
ョンに役立てていただくために国が設置する休
養施設ですが、安い料金で国民年金に関係なく

どなたでも利用できます。
　この夏は、さわやかな高原気分が満喫できる
「こしじ」を、家族づれ、グループ等でお気軽

にご利用く，ださい。

　利用案内
と二ろ　北魚沼郡湯之谷村大字葎沢（もぐらざわ）

あし　国鉄利用……上越線小出駅下車・バス
（大湯温泉、奥只見、銀山平の各行き葎沢下車）

　で15分・マイカー……国道17号線で小出駅か

　ら国道352号線経由・
申込方法　申し込みは、直接保養センターへ電

　話02579（2）6111番またはハガキで。また、予

　約は利用日の六ヵ月前から受付けています。

　
開
設
期
問
　
九
月
十
三
日
～
十
一

月
二
十
二
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
午

後
一
時
～
三
時
半
ま
で
。

　
開
設
場
所
　
長
岡
市
今
朝
白
町
け

さ
じ
ろ
荘
。

　
講
師
　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
報
道
制

作
部
長
ほ
か
。

　
講
習
内
容
　
朗
読
の
基
本
、
発
声

訓
練
、
実
技
、
身
体
障
害
者
福
祉
概

論
そ
の
他
。

　
申
込
み
　
八
月
五
日
ま
で
に
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
費
ヤ
三
二
一
番
）
へ
。

俸
鷺
の
お
知
ら
せ

　
八
嬬
腕
費
㈱
ギ
繭
八
時
辛
響
窟

墾
ま
で
．
城
之
古
の
一
部

　　　　献血車日程
と　き　8月3日㈹／午前10時～午後3時

ところ　中条地区公民館大井田分館

利用料金（税等別）

欝2婁） 日帰1）

国民年金加入

者・受給者

普通室 3，100円 500円

特別室 4，000円

一　　般
普通室 3，500円 500円

特別室 4，500円



1
博
o
o
q

昭和52年7月25日””川”ll””1”“1”””1“ロ”II””“1””””1”””1””1”1”11””1””ll”1”1”1とお』暫夢3δぢ刻7らだ’瓶II”li””lm””“1””（6

一
3

市民大学講座
・
＝
櫓

これでいいのか？こどもの教育

　教育とは、「動物」のようにして生まれてきたこどもを「人間」
に育て上げる過程ではなかったでしょうか。ところが実際は進学や

テストのための教育に主力が注がれ、こどもは学校でも家庭でも
「勉強」「勉強」で追いまくられています。いったい、こどもの教育は

どうあるべきなのでしょうか。家庭、地域、社会の中でみつめ直し

てみたいと思います。さそいあっておいでください。

1
8月19日

働
戦後教育の功罪を間う

国立社会教育研究所

俵　谷　正　樹

2
8月24日

㈱
地域社会に教育力はあるか

東京学芸大学

小　林　文　人

3 未　　定
パネルディスカッション

父親の権威とは何か （交渉中）

4
9月9日
㈹
受験戦争はなくなるか

新潟大学

榊　田　久　雄

　　●時間　夜7時～9時　　　●場所　十日町市公民館（本館）

※申し込み　①希望者は申込書で公民館本館または地区館に申し込んでください。

　　　　　　②電話申し込みでもけっこうです。

　　　　　　③お問い合わせは公民館本館（市内学校町費7－5011）までお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌器　”　　謡籠

事
業
名

期
日

受
　
付

時
　
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
　
考

育
児
相
談

8
月
n
日

㈲

午
　
後

1
時
半

～
2
時

十
日
町
．

公
民
館

52

年
2
月

～
　
　
3
　
月

生
れ
の
者

十
日
町
・
六
箇

川
治
・
大
井
田

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て

の
　
相
　
　
談

育
児
相
談

　
並
び
に

四
ヵ
月
児
検
診

8
月

12

日
㈹

午
　
後

－
寺
～

　
日
1
時
半

十
日
町

公
民
館

52

年
4
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
　
歳
　
児

検
　
　
　
診

8
月

18
日

㈹

午
　
後

1
時
～

2
時
半

十
日
町

公
民
館

49

年
2
月

生
れ
の
者

全
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を

対
象
に
実
施
し
ま

す
。
個
入
通
知
が

な
く
て
も
、
該
当

月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い
。

伽輔。・影幽虜。・翻幽幽幽ゆゆ幽㊥幽壕㊥

　　滋癒億康

　　　　　　早期発見米早期治療
　十日町市では、精神障害者が408人お『）ます。

　早期に治療し、回復された方も大勢お｝）ます。

又、社会復帰しようと、治療をしながらグルー

プ活動を通して頑張っている方もおります。地

域の理解があってこそ回復は早められます。

人間だれしも心のモヤモヤをもっているもので

す。強度のノイローゼなどにならないうちに専

門家の相談又は専門医の相談を受けるようにし

会
を
解
れ
度
相
九
　
も
衛
連
町
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
事
と

　
　
　
　
　
　
家
し
仕

　
　
域
人
す
門
ま
仕事、休息、運動、遊びのバランスをよくと

ることも予防につなが1）ます。

臓欝艦1二∵）
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み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ
「
国
民
年
金

の
こ
ん
な
こ
と
を
知
り
た
い
」
と
思

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
・

か
。
し
か
し
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
あ

っ
て
も
「
市
役
所
が
遠
く
て
」
と
か
、

「
仕
事
に
追
わ
れ
て
」
な
ど
の
理
由
・

で
、
つ
い
つ
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
し

ま
う
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
、
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
国
民
年
金
委
員
さ
ん
を
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
委
員
と
は
、
県
知
事
の

委
嘱
を
う
け
’
＼
国
民
年
金
の
手
続

き
や
保
険
料
の
集
金
、
相
談
な
ど
の

仕
事
を
す
る
人
で
、
み
な
さ
ん
と
市

役
所
を
つ
な
ぐ
パ
イ
デ
役
と
し
て
国

民
年
金
に
は
か
か
せ
な
い
人
た
ち
で

す
。　
こ
の
年
金
委
員
さ
ん
に
は
、
市
政

事
務
嘱
託
員
、
組
長
さ
ん
、
婦
人
会

の
役
員
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
地
区
の

世
話
役
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
い

の
で
、
み
な
さ
ん
と
顔
な
じ
み
の
方

ば
か
り
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の

相
談
や
疑
問
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
年
金
委
員
さ
ん
か
市
役
所

市
民
課
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

移
動
年
金
相
談
所
開
設
希
望

の
部
落
は
早
め
に
ご
連
絡
を

　
市
で
は
、
国
民
年
金
委
員
さ
ん
に

よ
る
常
時
相
談
の
ほ
か
、
毎
月
十
五

日
を
窓
口
定
例
相
談
日
と
し
て
相
談

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
、
市
農
業
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廃疾認定日が
　短縮されました

良かったですね

輪
助かった

廃疫認定日

隼
月
　
カ
一
六

＾
．
o
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　国民年金の障害年金を受けるためには・

病気やけがで初めて医師や歯科医師の診

療を受けてから、決められた期間が必要

です。この期間経過後、はじめて障害年

金を受ける権利が得られるわけです。こ

の権利を取得する日を、廃疾認定日とい

い、今までは初診から3年の期間が必要

でした。

　しかし、8月1日から、障害年金の支

給を早めて生活の安定をはかってもらう

ため、廃疾認定日が、初診かρ）「1年6

ヵ月」経過後と変更されました。

　該当する人は、医師の診断書を添え、

早めに障害年金の請求をしてください。

　なお、障害年金を受けるもう一つの条

件は、初診日前1年間分の保険料を納付

している人に限るとしています。

委
員
会
共
催
で
昼
と
夜
間
を
利
用
し

た
移
動
年
金
相
談
所
を
各
地
で
開
設

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
お

集
り
い
た
だ
く
の
に
便
利
な
よ
う
に
、

こ
ち
ら
か
ら
部
落
ま
で
出
向
き
、
保

険
料
の
未
納
徴
収
と
年
金
相
談
に
応

じ
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
地
域
で
、
移
動
年
金

相
談
所
開
設
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

お
早
め
に
市
役
所
市
民
課
国
民
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

、
療
、
塞
禁
募
金

灘
鱗
撚
と
う
ぎ
ざ
い
ま
し
，
た

　
講
和
選
動
講
た
め
．
尊
い
浄
財

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
穏
蒙
し
た
。
今
年
は
す

で
に
、
離
年
葱
上
ま
わ
る
金
額
（
六

牽
陽
万
霞
千
円
）
に
な
り
濠
し
た
奄

　
原
予
爆
弾
の
惨
禰
を
こ
う
む
っ

て
か
ら
、
三
十
二
年
を
経
過
し
た

今
も
な
お
、
多
ぐ
の
被
爆
者
の
か

た
が
放
躯
能
の
後
遺
症
に
苦
し
み

不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
の
募
金
は
、
こ
れ

ら
の
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

た
め
に
、
広
島
、
長
崎
へ
寄
進
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
松
丼
愛
美


